
研究データ基盤の全学的整備
情報連携推進本部 （情報基盤センター, 情報戦略室，情報環境部）

名古屋⼤学では、教育研究評議会に「研究データ基盤整備部会」を整備し（2019年11⽉）、その推進
に向けて「学術データ基盤整備ワーキンググループ」を組織しました（2021年3⽉）。東海地域の学術機関
による連携のため「研究データエコシステム東海コンソーシアム」を設⽴しています（2023年12⽉）。

名古屋⼤学学術データポリシー（2020年10⽉）
https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/datapolicy/

学術データポリシー

学術データ基盤整備基本計画

研究データ基盤整備部会に設置
学術データ基盤のステークホルダーが全学から参画

学術データ基盤整備WG

ルール・ガイドライン整備チーム （2022～2026）

研究データエコシステム東海コンソーシアム

AI等の活⽤を推進する研究データエコシステム構築事業
https://www.nii.ac.jp/creded/nii_ac_jp_creded.html

研究データガバナンス
研究者が安全かつ効率よく研究し、⼤学の研究⼒を⾼める仕組み

（2021～2023）

（2020/10） （2021/3～）

（2023/12～2026/3）

【⽬的】 東海地域の学術機関が連携し、
研究データエコシステムの普及・利⽤促進

【交流活動】 情報交換会，セミナー企画

【⽀援活動】 ⽀援チームの派遣
• データポリシー策定⽀援
• FD に向けた講師派遣
• 学内アンケート実施

【会費】 無料 （研究データ
エコシステム事業で運営）
【会員】
・ 正会員︓ ⼤学等の学術機関
・ 準会員︓ 上記機関の部署
（東海地域に限定しません︕）

⼊会機関を募集中︕
詳細は、情報連携推進本部Webページまで

トピック︓体制整備、ポリシー、データ基盤
参加者︓東海地区から24機関

トピック︓⾏動計画、教材、データアクセス
参加機関︓東海地区から18機関

連絡先・アクセス
東海国⽴⼤学機構 情報環境部情報企画課 情報マネジメントグループ
(メール) gakujutsu1t(at)icts.nagoya-u.ac.jp  (Web) http://icts.nagoya-u.ac.jp/


